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官品 服色 帯 冠 魚 袋 笏 附 注
一品 紫 金玉帯十三鉾 象笏 三品以上服紫
一 口_―ロロ 紫 同一品 象笏
三 品 紫 同一品 三品以上
三梁冠
象笏
四品 深緋 金帯十一鉾 象笏





六 品 深緑 銀帯九鋳 竹木笏




? 深青 鍮石帯九鋳 竹木笏
















































出典 :『歴代官制兵制科挙制常識』徐師中編 爾雅社出版 1977年第 1版
品級 服色 冠 帯 儡魚袋 笏
一品 紫 七梁冠※ 玉帯 金魚袋 象笏
二品 紫 六梁冠 玉帯 金魚袋 象笏
三品 紫 五梁冠 玉帯 金魚袋 象笏
四品 紫 五梁冠 金帯 金魚袋 象笏
五品 :リト 五梁冠 金徐帯 銀魚袋 象笏
六品 つト 四梁冠 金徐帯 銀魚袋 象笏
七品 緑 三梁冠 黒銀及犀角 木笏
ノヽJL 緑 三梁冠 黒銀及犀角 木笏



















































































年之法 亦不軽説 無出身人自年二十出官服緑日起理 月艮緋人亦自年二十服緋日起理,
有出身人自賜出身日起理 ;内並除裕丁憂年、月、日不理外,歴任無過者方許亀 先是,


























































































②  其制有金毬路、蒻支、師轡、海捷、費蔵,防国二十五雨 ;蒻支自二十五雨至七雨,






雨,有二等 ;師轡、戯童二十五雨;海捷自二十雨至十雨,有二等 ;犀牛二十雨 ;鳳子、



































































































三師 【表1を参照】、三公 【表 1を参照】、宰相 【表 1を参照】、執政官、使相84、節度
使、観文殿大学士は毬文、侃魚を付ける。節度使でかつて宰相に任ぜられなかつた者
は御仙花、侃魚を付ける。観文殿学士から費文閣直学士、御史大夫 【表 2を参照】、
























角のものを並べて付けた。金帯をつける者は、三公 【表 1を参照】、左右丞相 【表 1
を参照】、三少89〔少師、少博、少保をいう〕、使相、執政官、観文殿大学士、節度使
であり、毬文、侃魚を付ける。観文殿学士から華文閣直学士、御史大夫【表2を参照】、



























(『大唐王朝の華―都 。長安の女性たち 』兵庫県立歴史美術館著 朝日出版社 1996年)
24
図7 白玉帯 (険西省考古研究所蔵)

































































































































































































































諸司使以上 皆賜錦 [藩鎮観察使以上 天下楽量錦;尚書及歩軍都虞候以上及知益州、
井州,次量錦,皆五事。學士、丞郎,篠四盤鵬錦 ;刺史以上及知廣州,翠毛錦,皆三














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本研究を進 めるにあた り、指導教官の松 田吉郎先生にはテーマの設定か ら
史料収集、執筆・成稿 に至 るまで親身になつて御指導 していただき、あ りが
とうございま した。わか らないことばか りで悩む ことも多かったですが、懇
切丁寧な御助言、御指導のお陰で ここまで辿 り着 くことができま した。心よ
り感謝 申し上げます。
また社会系教育分野の先生方、とりわけ中間発表な どにおいて貴重な御助
言、御指導をいただきま した歴史系分野の原 田誠司先生、森 田猛先生に深 く
感謝 申 し上げます。
さらに 35期生の皆 さま、36期生の皆 さまにも大変お世話 にな りま した。
あ りが とうございま した。
2015今112月 21 日
官井沙耶加
